
 

          

 

 

 

 

 

※ドッチビー写真 

 

【活動について】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の事業】 

元プロ野球選手 田口竜二氏特別講演会（１１月）、非行防止標語コンクール（１２月） 

【事務局】勝浦市教育委員会生涯学習課 

      〒２９９-５２９２ 勝浦市新官１３４３－１ ℡０４７０－７３－６６６５ 

                                e-mail:syougaku@city-katsuura.jp 

それぞれの種目は、大人チーム（青少年相談員・商工会青年部混合チーム）と試合を行いまし

た。子どもチームが勝利した場合（ストラックアウトは１列抜いた場合。）は、駄菓子が贈呈さ

れる景品を賭けた戦いは、子どもチームが試合を楽しみながらみるみる上達して、大人チーム

に何度も勝利しました。 

 閉会式の際に、中村会長の「何が 1 番楽しかった？」との問いかけに、子ども達は「ドッチ

ビーが 1 番楽しかった！」と答えていました。 

ここが Point！ 

令和５年度事業 勝浦市青少年相談員連絡協議会  

「勝浦地区つどい大会～ニュースポーツ体験会～」 

日時：令和５年１１月３日（金・祝） 

場所： 旧興津中学校体育館 

参加対象・人数：市内在住小学生１６名 

参加相談員数：１１名 

 

 市商工会青年部様と共同主催事業として、市内小学生を対象にボッチャ、ユニカール（陸上版

カーリング）、モルック、ストラックアウト、ドッチビーを行い、交流活動を行いました。

特に、ボッチャはパラスポーツであり、多様性を認め合う社会の中で、子ども達に障がいのあ

る方に対して理解を深めることをねらいとし、ニュースポーツ体験会を行いました。

参加者（子どもたち）の感想 

・初めて行う種目で難しかった。 

・モルックにハマってつづけてやりたい！ 

参加者（相談員）の感想 

・子ども達が笑顔で楽しんでいてよかった。 

・大人も初めての体験で知見を広げた。 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

9:00 集合・受付 

9:10～11:30 講師紹介、事前レク

チャー、制作 

11:30～12:00 制作した凧を広場で

凧あげる 

12:00 体験終了・解散 

【活動について】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の事業】 

磯観察会（5 月）、ドッヂビー体験講習会（7 月）、レクリエーション大会（10 月）、 

カーブミラー清掃（２月） 

【事務局】いすみ市教育委員会 生涯学習課 

       〒298-8501 いすみ市大原 7400－1 ℡0470-62-2811 

                                e-mail: gakusyu@city.isumi.lg.jp 

ほとんどの子どもたちが「そで凧」作りが初体験となるため、講

師との事前打ち合わせの中で、どのくらいの時間で、どこまでできるかを確認。今回は時間が限

られていたので、凧の型紙を事前に形に切っておいたり、竹ひごの長さを使う長さに切りそろえ

ておいたりすることなどの準備をしました。参加者の年齢や時間に合わせて準備をしました。 

ここが Point！ 

いすみ市青少年相談員連絡協議会  「伝統工芸作り体験事業」 

「そで凧作り」に挑戦しよう！ 

日時：令和５年１２月１０日（日） 

場所： いすみ市岬公民館 

参加対象・人数： 

小学校４・５・６年生（１５名） 

参加相談員数：１３名 

参加者（子どもたち）の感想 

・自分の作った凧があがってうれしかった。 

・先生や相談員の皆さんが優しく教えてく

れて、うまくできてよかった。 

 

参加者（相談員）の感想 

・子どもたちと一緒に凧作りをしてものを

作る楽しさをあらためて感じた。 

・昔、自分がやっていた遊びを思い出した。 

 上総地方には、男の子が生まれると、その子の健康 

と出世を願って端午の節句に凧をあげるという風習が 

ありました。今回は、近隣の「長南そで凧保存会」か 

ら講師を招き、千葉県の伝統工芸である「そで凧」作 

りに挑戦しました。参加した子どもたちは、青少年相 

談員のサポートを受けながら、形を作り、思い思いの 

デザインで色を塗り、立派な凧を仕上げました。 

制作後には、広場に出て、自分で作った凧を全力で走りながらあげました。冬晴れの空に自分の凧が

元気に舞いあがる姿を楽しみました。高くあがった時は、思わず拍手と歓声が出ました。 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

14:00～14:30 先生のレクチャー

（作り方・安全など） 

14:30～1５:30 竹あかり作り（体験） 

15:45～16:15 ライトアップ 

                                  

【活動について】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の事業】 

折鶴糸通し作業（６月）、環境美化活動（７・11 月）、夜間防犯パトロール（７・10 月）、大多喜

町主催「おいでよ子ども体験塾」（６・８・２月）に協力。 

 

【事務局】大多喜町教育委員会 生涯学習課 社会教育係 

       〒298-0216 夷隅郡大多喜町大多喜 486－10 ℡0470-82-3188 

                                         e-mail: shougaku@town.otaki.lg.jp 

 

大多喜町は筍が特産品です。筍だけでなく竹についても子どもたちが体験し、興味をもち、

郷土愛につながればと企画しました。「あかり」に使う竹は相談員たちが事前に切り出しまし

た。あかりづくりには重みのある竹がよいため、選別しながら伐採しました。重労働でしたが、

大人も子どもも身近な竹について知るよい機会になりました。 

ここが Point！ 

 

大多喜町青少年相談員連絡協議会「青少年のつどい大多喜町大会」 

（令和５年度 大多喜町青少年相談員による主催事業） 

テーマ 地元の竹で「あかり」を作ろう！                        

日時： 令和５年９月 24日（日） 

場所： 上瀑ふれあいセンター体育館 

参加対象・人数： 小学生（６名）と保

護者（14名） 

参加相談員数： 10名 

参加者（子どもたち）の感想 

大多喜では、どこにでもある竹ですが、

きれいなあかりに変わってびっくりしま

した！

 

参加者（相談員）の感想 

子どもたちが、目を輝かせながらドリル

を使いこなし、根気よく取り組む姿を目に

することができました。たいへん誇らしく

思います。 

 大多喜町青少年相談員であり「竹あかりアーティスト」の末吉正樹さんが今回の講師でした。

参加者は作り方や安全について学んだあと、おのおのに作品をデザインし、ドリルで大小無数の

気よくあけて、竹あかりを完成させました。 

最後に作品を並べて点灯しました。幻想的な世界を味わうことができました。 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

８：３０～ 受付 

８：４５～ 開会式 

９：００～ 試合開始 

１２：００～ 閉会式 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の事業】 

御宿町青少年相談員連絡協議会では以下の事業を行っています。 

（令和５年度事業） 

地域・海岸パトロール（６～８月）、二十歳を祝う会協力（１月）ロドリゴ駅伝協力（２月） 

 

【事務局】御宿町教育委員会教育課社会教育班 

      〒299-5102 夷隅郡御宿町久保 2200 御宿町公民館 

TEL 0470-68-2947  

 

学校や子ども会と協力し、たくさんの子供たちにご参加いただきました！ 

ここが Point！ 

御宿町青少年相談員連絡協議会「令和５年度御宿町青少年のつどい大会」 

 （令和５年度 御宿町青少年相談員連絡協議会による主催事業） 

白熱！ドッヂビー！！                       

日時：令和５年１０月２２日（日） 

場所： 御宿町 B＆G 海洋センター 

参加対象・人数：約１００名 

参加相談員数：９名 

参加者（子どもたち）の感想 

楽しかった！チームで戦うことの大切さ

や学びがありました。 

参加者（相談員）の感想 

とても盛り上がりました。審判等忙しかっ

たですが、子供たちが楽しそうにしていて

良かったです。 

 御宿町青少年相談員連絡協議会主催による「御宿町青少年のつどい大会」が 10 月 22 日御宿

町 B＆G 海洋センターで開催されました。 

小学生１～６年生を対象に年齢や体格の垣根を越えて楽しめるスポーツ、ドッヂビー。 

次世代を担う青少年の育成を目的としてスポーツや文化活動を通じ、親睦と友情を深めるため

例年開催しています。 

今大会では約 100 名の参加があり、家族や仲間の声援の中、チームで協力しながらドッヂビー

を楽しんでいました。 


